
思い
高校生の

あ
た
た
か
く

接
し
て
く
れ
る

ご
近
所
さ
ん
に
感
謝

　
昨
年
12
月
、私
た
ち
黒
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

桜
井
高
校
の
全
生
徒
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、日
常
生
活
で
近
所
に

住
む
人
た
ち
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
こ

ろ
、半
数
以
上
の
生
徒
が
近
所
の
人
に
あ
い
さ
つ
を

し
た
り
、感
謝
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
わ
か
り
ま

し
た
。

　
今
回
取
材
し
た
横
田
さ
ん
も
、「
小
中
学
校
の
頃

は
、祖
母
の
家
の
近
所
ま
で
遊
び
に
行
き
、近
所
の

方
に
一
緒
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。ど
の
家
の

皆
さ
ん
も
と
て
も
優
し
く
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。今
に
な
っ
て
考
え
て
み
た
ら
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
よ
ね
」と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、本
波
さ
ん
も「
私
は
散
歩
し
て
い
る
地
域
の

方
と
会
話
を
し
た
り
、小
学
生
の
頃
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
方
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
に
、寒
い
日
で
も
暑
い
日
で
も
毎
日
見
回
り
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
話
し
ま
す
。

理
想
は
、頼
れ
て

安
心
で
き
る
関
係

　
2
人
は
将
来
高
齢
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
る

と
近
所
づ
き
あ
い
は
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、

本
波
さ
ん
は
「
家
族
が
遠
く
に
い
て
、
自
分
に
何
か

あ
っ
た
時
は
近
く
の
人
に
頼
っ
た
方
が
早
く
助
け
て

も
ら
え
る
と
思
う
の
で
、
も
し
高
齢
に
な
っ
て一
人
暮

ら
し
を
す
る
時
は
周
り
に
誰
か
い
て
く
れ
た
方
が
安

心
で
き
ま
す
ね
」と
話
し
ま
す
。ま
た
、
横
田
さ
ん
は

「
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
祖
母
は
、
近
所
の
人
た
ち

と
よ
く
交
流
し
て
い
ま
し
た
。祖
母
が
近
所
の
人
と

仲
良
く
し
て
い
た
か
ら
私
も
安
心
し
て
、
近
所
の
家

に
遊
び
に
行
け
た
し
、
祖
母
も
安
心
し
て
孫
を
外
に

遊
び
に
行
か
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頼
れ
る
関
係
を
築
く
こ

と
は
大
切
で
あ
り
、
近
所
の
人
と
の
関
わ
り
は
安
心

し
て
生
活
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

高校生の思い

　
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
大
切
に

し
、地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に

励
ん
で
い
る
富
山
県
立
桜
井
高
等
学
校
。

　
授
業
や
部
活
動
で
卒
業
生
の
方
々
か

ら
経
験
に
基
づ
く
技
術
や
知
恵
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
が
地
元
に
対

し
て
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

3
年
生
の
横
田 

有
咲
さ
ん
と
本
波 

葵
さ

ん
か
ら
お
聞
き
し
、若
い
世
代
が
こ
れ
か

ら
の
黒
部
で
よ
り
幸
せ
を
感
じ
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
考
え
ま
す
。

近所の方との関わりについて話す2人

よ
こ
た    

あ
り
さ

ほ
ん
な
み 

あ
お
い近所の方々とのあいさつについて近所づきあいについて

助け合って
生きるためには
大切だと思う

近所づきあいは当然
特別とは思わない

あいさつはするが
深く関わりたくない

まったく声を
かけない 4.0%

その他 0.2%
わずらわしいので
あまりしたくない 1.6%

49.6%

ときどき声を
かける

53.7%
27.8%

20.2%

その他 0.8%

会えば必ず
声をかける

34.3%

ほとんど
声をかけない

7.8%

特
集

「
福
祉
に
関
す
る
中
学
・
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」

報
告
書 

一
部
抜
粋

黒部をこう感じています
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障がい

健康・暮らし

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

黒
部
市
の
個
人・団
体
の
皆
さ
ま
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

活
動
レ
ポ
ー
ト

「ふくし丸ごと合同相談会」

平成30年 12月15日（土） 福祉センター年越しまつり同日開催
[時間] 9:30～14:30
[場所] 黒部市福祉センター研修室　

お問い合わせ  黒部市社会福祉法人連合会　[事務局]黒部市社会福祉協議会  TEL:0765-54-1082

保育、 介護、 障がいなど幅広い相談を市内の社会福祉法人の職員がなんでもお答えします。
また、同分野のお仕事の相談も併せてお受けいたします。お気軽にお越しください。  

あいじ福祉会・育三会
新川児童福祉会・宇奈月福祉会
宇奈月福祉会・黒部笑福学園・緑寿会

せせらぎ会・くろべ福祉会
にいかわ苑・ 新川むつみ園
黒部市社会福祉協議会

[予約] 不要
[入館料] 無料

子育て・保育

高齢・介護

参加予定法人

　
10
月
10
日（
水
）サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま
で「
第
30
回

富
山
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・N
P
O
大
会
」、10
月
18

日（
木
）富
山
県
民
会
館
で「
第
67
回
富
山
県
社
会

福
祉
大
会
」が
開
催
さ
れ
、市
内
か
ら
も
多
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団

体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
個
人
の
部
】 

長
田
　
美
惠
子

● 

富
山
県
知
事
表
彰（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
功
労
）

【
個
人
の
部
】 

内
山
　
國
治

【
団
体
の
部
】 

あ
じ
さ
い
の
会

● 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

　 

富
山
県
民
会
議
会
長
表
彰

富
山
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・N
P
O
大
会

● 

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

富
山
県
社
会
福
祉
大
会

【
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
の
部
】

魚
谷
　
優
紀

根
塚
　
と
よ
子

川
村  

昭
一 （
若
栗
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者（
団
体
）の
部
】

石
田
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

黒
部
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

若
栗
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

老
人
福
祉
施
設

吉
本
　
真
由
美

（
魚
津
市
西
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

【
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者
の
部
】

市
町
村（
地
区
）社
協
役
職
員

● 

富
山
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

黒
部
市
共
同
募
金
委
員
会
内
山
地
区
委
員
会

生
地
小
学
校
企
画
委
員
会

● 

富
山
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
の
贈
呈

【
篤
志
寄
付
者
の
部
】

株
式
会
社
中
西
電
気

Y
K
K
労
働
組
合
黒
部

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

松
井  

敏
昭
（
黒
部
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
共
同
募
金
活
動
優
良
地
区・団
体
】

黒部市社会福祉法人連合会

桜井高校生の様子について話す杉原校長先生

高校生の思い

一
度
は
黒
部
を
出
た
い

　
横
田
さ
ん
は
義
肢
装
具
士
に
な
る
こ
と
を
目
標
に

県
外
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
ま
す
。「
高
校
1
年
の
冬

頃
か
ら
義
肢
装
具
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

親
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、県
外

で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
、一
度
地
元
を
離

れ
て
、ま
た
帰
っ
て
来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
す
。本
波
さ
ん
は
、「
私
の
父
は
と
て
も
地
元
愛

が
強
く
、ホ
タ
ル
を
守
る
活
動
で
地
域
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。『
地
元
は
一
番
い
い
ん
だ

よ
』と
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、他
の
地
域
と
比
べ
た
こ

と
が
な
い
の
で
地
元
の
良
さ
が
正
直
わ
か
り
ま
せ
ん
。

地
域
に
よ
っ
て
方
言
や
習
慣
、考
え
方
の
違
い
が
あ
る

の
で
、県
外
で
暮
ら
し
て
か
ら
地
元
の
良
し
悪
し
に

気
づ
け
た
ら
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま

す
。2
人
と
も
一
度
は
地
元
を
離
れ
て
、今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
体
験
を
し
た
り
、新
し
い
こ
と
を
知

り
た
い
と
い
う
好
奇
心
が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

　
杉
原 

栄
校
長
先
生
に
昔
と
比
べ
て
生
徒
に
変
化

は
あ
る
か
お
聞
き
す
る
と
、「『
本
質
の
変
化
』の
意
味

を
ど
う
捉
え
る
か
に
も
よ
り
ま
す
が
、生
徒
た
ち
を

見
て
い
る
と
昔
と
比
べ
て
も
本
質
は
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。朝
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
り
、勉
強
や

部
活
の
こ
と
を
友
達
同
士
で
話
し
た
り
す
る
姿
は
自

分
が
高
校
生
の
頃
と
同
じ
に
見
え
ま
す
ね
」と
話
さ

れ
、時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
る
の
は
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
で
あ
り
、高
齢
化
・
情
報
化
・
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
の
進
展
や
様
々
な
法
整
備
が
行
わ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
を
授
業
や
日
々
の
生
活
で
学
び
、

上
手
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
か
ら
子
ど
も

た
ち
が
昔
と
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

素
直
な
気
持
ち
を

受
け
止
め
る

　
中
学
生
の
頃
は
福
祉
や
職
業
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ

が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、高
校
生
に
な
る
と

就
職
や
進
学
な
ど
将
来
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち

が
感
じ
る
「
県
外
で
暮
ら
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
地

元
の
良
さ
や
悪
さ
が
わ
か
ら
な
い
」、「
一
度
地
元
を
離

れ
て
み
た
い
」と
い
う
思
い
は
と
て
も
大
切
な
気
持
ち

だ
と
思
い
ま
す
。今
回
の
取
材
で
は
、県
外
に
出
て
改

め
て
地
元
の
良
さ
を
実
感
す
る
経
験
も
大
切
で
あ
り
、

そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
地
元

愛
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、親
は
自
分
の
子
ど
も
に
「
自
由
に
し
て
い

い
よ
」と
言
っ
て
送
り
出
す
だ
け
で
は
な
く
、「
地
元

に
帰
っ
て
き
て
ね
」と
声
を
か
け
る
こ
と
も
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。ま
た
、小
さ
い
頃
か
ら
近
所
の
人
の
活

動
に
触
れ
る
こ
と
は
印
象
に
残
り
、そ
の
記
憶
や
体

験
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
活
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

今
の
活
動
者
に
直
接
恩
返
し
は
で
き
な
く
て
も
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。世
代
を
問
わ

ず
近
所
の
方
と
触
れ
合
う
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
次

世
代
に
地
元
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
た
め
の
一

つ
の
手
段
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

す
ぎ
は
ら
さ
か
え

将来黒部に住みたい？

将来は黒部に
帰ってきたい

住みたくない
10.8%

43.0%

その他・無回答 1%

どちらとも言えない

27.7%

ずっと住みたい

17.5%

イベントPICK UP
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ゆ

帰りのバス

迎えのバス

※各停車場にバス出発時刻5分前までにお集まりください。
（交通事情により予定時刻よりずれる場合がありますのでご了承ください。）

お問い合わせ：黒部市社会福祉協議会　〒938-0022 黒部市金屋464-1　TEL 0765-54-1082　　FAX 0765-52-2797

無料バス運行表

黒部市福祉センター着
10:00

黒部市民会館裏
9:50

三日市交番前
9:48

三日市(谷口隆進堂前)
9:46

新天（大野隆宅前）
9:45

三日市方面

赤色マイクロバス

尾山公民館前
9:02

東布施公民館前
9:01

山田(沢田理容店前)
9:07

田家駐在所前
9:09

旧田家公民館前
9:12

旧JA田家支所前
9:13

黒瀬（うな新前）
9:15

黒部市福祉センター着
9:20

釈迦堂公民館前
9:00

内生谷公民館前
8:59

笠破公民館前
8:58

田籾公民館前
8:56

池尻公民館前
8:53

福平（楽山宅前）
8:50

東布施・田家・前沢方面

前沢・田家・東布施方面　15：00発

三日市方面　　　　　　 15：30発

整体楽らく前
9:51

沓掛（高村弘宅前）
9:57

沓掛（原幸良宅前）
9:58

出島公民館前
10:00

黒部市福祉センター着
10:05

荻生の館前
9:50

銀盤前
9:48

長屋（村本タバコ前）
9:45

旧JA若栗支所前
9:40

真照寺前
9:38

浦川端（中島商店前）
9:36

栗林公民館前
9:35

生地蒲鉾横
8:52

芦崎製飴所前
8:51

黒部市福祉センター着
9:20

四十物町（藤田宅前）
8:55

くすりの経塚前
9:00

立野公民館前
9:02

電鉄石田駅前
9:05

旧JA石田支所前
9:08

桜井建設前
9:10

生地経新（昭和薬局前）
8:50

紙屋ガラス建硝店前
8:48

吉田（武隈祝則宅前）
8:46

吉田公民館前
8:46

高東興業前
8:44

荒俣(夏野清宅前)
8:40

若栗・荻生・大布施方面

村椿・生地・石田方面

金色マイクロバス

黒部市福祉センター発　※帰りのバスは迎えのバスの逆回りコースになります。

石田・生地・村椿方面　　15：00発

大布施・荻生・若栗方面　15：30発

金曜日（7日・14日・21日・28日)

木曜日（20日)
手芸部

木曜日（13日・27日)
元気カラオケクラブ

［利用時間］ 8：30～16：30 ［入浴］10：00～16：00

12日(土） 日本海歌謡研究会 10:30～

19日(土） 歌謡パラダイス 10:30～

26日(土） YKK社友会歌謡同好会 10:30～

27日(日） 魚津カラオケ友好会 10:30～

  1日(土） さくらカラオケ愛好会 10:30～

  2日(日） 北川歌謡ショー 10:30～

  8日(土） 日本海歌謡研究会 10:30～

 15日(土） 年越しまつり 
22日(土） カラオケうた仲間 10:30～

休館日  毎週月曜日（3日・10日・17日・24日)

休館日  毎週月曜日（7日・14日・21日・28日)

 ※12月30日～1月３日は年末年始の為休業します。

囲碁・将棋クラブ

今月のクラブ

黒部市福祉センターのお知らせ

ポールウォーキング
（7日・21日）

※12月30日～1月３日は年末年始の為休業します。

地域福祉
のために

1月

12月 催
し
物
と
休
館
日
の
ご
案
内

◉黒部市地区ボランティア部会協議会　様

黒部市社会福祉協議会に
寄付をいただきました
ありがとうございました

誕生日のお祝いに福祉センターの
入浴券はいかがですか？
11枚綴り 3,000円

黒部市福祉センター（金屋464-1）
12月18日（火）  　13：30～15：30

黒部市福祉センター（金屋464-1）
12月10日（月）　10：00～11：30

弁護士と法律相談

富山県東部生活自立支援センター
生活自立支援相談

予約受付／12月3日より

予約受付／12月3日より

黒部市福祉センター（金屋464-1）
12月11日（火）　13：30～15：30
黒部市立中央公民館（宇奈月町浦山2100-2）
12月13日（木）　13：30～15：30

同じ相談内容の場合は、
お一人様につき3回までとさせていただきます。

予約不要

民生委員児童委員と心配ごと相談
行政相談員と行政相談 

今 月 の 相 談 日

イベントPICK UP

年越しまつり

[時間] 8：30～16：30
[場所] 黒部市福祉センター 

平成30年 12月15日(土)

大抽選会

アトラクション

縁日コーナー

工作コーナー 『クリスマスリース作り』
講師：高島 真実子　氏

ふくし丸ごと
合同相談会

豪華景品が当たる！！

保育、介護、障がいなど幅広い相
談を市内の社会福祉法人の職員
がなんでもお答えします。

パットゴルフ、たこ焼き
輪なげ、お菓子つかみどり など

売り上げのすべては
赤い羽根共同募金に寄付します。

9:30～14：30

9：30～

9：30～11：30

14：00～

11：30～
12：30～
13：15～

500円以上募金された方に
豚汁＆おにぎり＆抽選券プレゼント！
※11：00～引換できます

大布施保育所
健康体操
Sweet melody

村椿地区ボランティア部会が
県功労表彰を受彰されました

　11月1日（木）富山県庁での県功労表彰におい
て、村椿地区ボランティア部会が日ごろの活動
に対する功績を称えられ、受彰されました。
　村椿地区ボランティア部会では一人暮らし高
齢者などを対象とした手作りハガキを通じた見
守り活動のほか、福祉施設を定期的に訪問し、
入所者の話し相手や買い物への同行、シーツ交
換や施設の清掃など幅広いボランティア活動を
行っています。

全館
無料
開放

平成30年12月号　6//7　平成30年12月号



〈免疫力アップに効果的な活動〉

〒938-0022  黒部市金屋464-1　TEL.（0765）54-1082（代表）　FAX.（0765）52-2797
TEL.（0765）57-1089（ケアセンター・ホームヘルプセンター）　Eメール kurobesw@ma.mrr.jp

スポレク

季節行事 季節行事

健康体操B ゆる体操

健康体操

健康体操

音楽療法 音楽療法

音楽療法

音楽療法12月

2018
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校
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部
を
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本波葵さん 横田有咲さん
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集

音楽教室 音楽教室 音楽教室 音楽教室

レクリ
エーション
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健康
ミニ
コラム

ゆる体操

ゆる体操

ゆる体操

月 火 水 木 金 土日

寒い季節は、免疫力が低下し、体調を崩しやす
くなります。冬でも、健康で快適な毎日を過ご
せるよう、免疫力をアップさせましょう。

寒さに負けない生活習慣を
心がけましょう！

お問い合わせは黒部市宇奈月老人福祉センター
TEL.（0765）65-1820　担当：山内まで

時間／10：00～ ※　 は休館日
健康体操 炭田　亮子 先生

畠山　悦子 先生
ゆる体操 佐々木 智生 先生

時間／10：00～ ※　 は休館日
健康体操A 石田みどり 先生

健康増進課職員スポレク

クリスマス会季節行事

稲田　清美 先生
健康体操B 村田あゆみ 先生

12月
2018

12月
2018

介護予防通所事業

生き生き倶楽部

［時間］9：30～15：00　［対象］65歳以上の方 ［時間］10：00～11：00　［対象］65歳以上の方

[編
集
・
発
行
] 　
社
会
福
祉
法
人
 黒
部
市
社
会
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協
議
会
　
平
成
30年
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発
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の
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報
誌
は
一
部
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同
募
金
の
助
成
金
に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

介護予防のための

元気はつらつ体操教室

［参加費］ 300円（入館料のみ）

黒部市宇奈月老人福祉センターにて 黒部市福祉センターにて

編集　髙村

［参加費］ 150円（入館料のみ）うなづき くろべ

今
月
の
表
紙

音楽療法

大掃除で今年の汚れを落とし、新たな年に向けて準備を
する時期です。こちらのご家族は、兄弟が縁側の雑巾が
けのお手伝いをしています。楽しそうに掃除をしている
姿からは子どもたちの成長も感じられます。

音楽教室

健康体操 健康体操

年越し
まつり

天皇誕生日 振替休日天皇誕生日 振替休日 スポレク

季節行事 季節行事

自力整体

岡島　聡子 先生

●質の良い睡眠　   ●バランスのとれた食事
●適度な運動    ●体温の維持（身体を温める）
●笑うこと    ●ストレス解消

福祉・ボランティアに関することは 本所　黒部市福祉センター内

宇奈月支所・黒部市東部地域包括支援センター　黒部市宇奈月老人福祉センター内
〒938-0862  黒部市宇奈月町浦山2111　TEL.（0765）65-1165　FAX.（0765）65-9533
Eメール tobu-houkatsu@kurobesw.jp

http://www.kurobesw.com/

［黒部市の人口］ 41,487人　［65歳以上の人口］ 12,798人　高齢化率  30.8％ H30.10.31 現在


